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昭
和
四
十
一
年
度
才
一
回
定
例
市
議
会
は
、
三
月
十
一
円
開

会
さ
れ
、
会
期
七
日
間
を
も
っ
て
、
新
年
度
予
算
、
議
案
二
十

三
件
、
補
正
予
算
等
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
十

七
日
閉
会
し
ま
し
た
。

市
長
は
四
十
一
年
度
予
算
の
提
出
に
あ
た
り
、
大
要
次
の
よ

う
な
施
政
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た

ま
ず
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
数
多
く
の
事
業
の
な
か
か
ら
今
年
の

重
点
施
策
と
し
て

①
昨
年
度
よ
り
の
継
続
事
業
で
あ
る
し
尿
処
理
場
、
じ
ん
か

い
焼
却
場
の
建
設
事
業

②
花
貫
川
烏
曾
根
ダ
ム
建
設

⑧
産
炭
地
域
振
興
に
よ
る
天
南
堂
団
地
の
造
成

④
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進

⑤
教
育
内
容
の
充
実
強
化

等
を
目
標
に
今
年
の
市
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
強
調
し
ま
し

た
。
さ
て
本
年
度
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
寒
空
し
よ
う
。

一
般
会
計
予
算
は
四
億
七
千
四
万
一
千
円
、
特
別
会
計
六
千

百
八
十
一
万
円
で
総
額
五
億
三
千
百
八
五
万
一
千
円
の
大
規
模

予
算
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
才
入
面
よ
り
毒
ま
ず
と
市
税
に
お
い
て
約
一
億
七
千

万
円
を
見
積
り
計
上
し
て
お
り
主
す
。
地
方
交
付
税
は
、
本
年

度
新
た
に
臨
時
地
方
特
例
交
付
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
見
込
ん
で
一
億
二
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
こ
の

交
付
金
は
昭
和
四
十
一
年
度
に
限
り
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
た

ば
こ
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
見
合
う
分
で
あ
り
ま
す
。

使
用
料
手
数
料
は
、
経
費
の
増
嵩
の
状
況
に
即
応
し
て
火

葬
場
使
用
料
で
五
○
％
、
諸
証
明
手
数
料
一
件
三
○
円
を
五
○

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
、
料
金
の
適
正
化
を
図
り
、
か
つ
収
入

の
確
保
に
努
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
歳
入
は
、
そ
れ

ぞ
れ
積
算
の
基
礎
に
よ
り
算
定
計
上
し
歳
入
合
計
四
億
七
千
四

万
一
千
円
を
見
積
り
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
歳
出
予
算
よ
り
見
ま
す
る
と
極
力
消
費
的
経
費
の
節

減
を
は
か
り
、
投
資
的
経
費
に
十
分
意
を
用
い
て
お
り
ま
す
。

給
与
費
の
改
訂
に
よ
る
増
嵩
は
や
む
穿
得
な
い
と
存
じ
ま
す
が

行
政
事
務
の
能
率
化
を
図
り
、
経
費
の
効
率
的
運
用
を
は
か
り

諸
経
費
の
節
減
に
努
め
ま
し
た
、
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
は

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
め
答
申
を
得
た
額
を
計

上
し
、
そ
の
他
の
非
常
勤
特
別
職
は
、
他
市
と
の
均
衡
寺
維
持

し
な
が
ら
適
正
な
額
ま
で
引
上
げ
を
し
ま
し
た
。
物
件
費
は
、

通
信
運
搬
費
等
当
然
郵
便
料
令
の
値
ｔ
げ
に
よ
る
増
加
分
か
．
除

い
て
は
特
殊
な
事
情
の
な
い
限
り
お
お
む
ね
前
年
と
同
額
券
計

上
し
、
極
力
節
減
に
努
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

～一

常
陽
銀
行
前
の

交
叉
点
に
信
号
機

こ
の
ほ
ど
市
内
本
町
三
丁
目

の
常
常
銀
行
高
萩
支
店
前
の
交

さ
点
に
交
通
信
号
機
が
設
置
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
、
交
通
安

全
の
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
信
号
機
は
先
般
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
市
長
、
安
村
罵
氏
が
叙
勲
記

念
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

総
工
事
費
三
七
万
二
七
七
○
円

を
か
け
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の

で
す
。そ
こ
で
こ
の
信
号
機
を
十
分

活
用
さ
れ
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
が
ら
に
注
意
し
て
、
こ
こ
を

通
る
人
も
、
車
も
、
必
ず
信
号

に
し
た
が
つ
イ
正
し
い
通
行
を

し
て
下
さ
い
。

◇
吾
色
の
信
号
は
「
進
め
」

歩
く
人
も
、
車
も
信
号
の
方

向
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
黄
色
の
信
号
は
「
注
意
」

道
路
横
断
を
始
め
て
は
い
け

ま
せ
ん
、
車
両
は
停
止
線
ま
た

は
横
断
歩
道
手
前
で
止
る
。

◇
赤
色
信
号
は
「
止
ま
れ
」

道
路
の
横
断
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

◇
黄
色
の
点
滅
は
「
注
意
進
行
」

ほ
か
の
交
通
に
注
意
し
て

◇
赤
色
の
点
減
は
コ
時
停
止
」

歩
く
人
は
注
意
し
て
進
行
。

車
両
は
一
時
停
止
し
て
他
の
交

通
に
注
意
し
て
進
行
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今
年
の
重
点
施
策

□
し
尿
処
理
、
ゴ
ミ
焼
却
場
の
建
設

口
烏
曾
根
ダ
ム
の
調
査
建
設

口
天
南
堂
団
地
の
造
成

口
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進

口
教
育
内
容
の
強
化
充
実

》
時
代
の
推
移
と
社
会
構
造
の
大
き
な
変
化
は
、
行
財
政
の
需
串

唖
要
を
ま
す
ま
す
大
き
く
し
て
い
る
と
き
か
ら
、
な
に
か
と
本
市
》

辛
の
よ
う
に
自
主
財
源
の
乏
し
い
市
に
あ
り
ま
し
て
は
、
な
さ
ね
唖

準
ぱ
な
ら
ぬ
数
多
く
の
仕
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
》

》
か
困
難
が
予
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
収
支
の
唖

》
均
衡
を
保
持
し
な
が
ら
、
行
政
効
果
が
最
大
に
発
揮
さ
れ
る
よ
町

恥
う
に
編
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

》
そ
こ
で
新
年
度
の
予
算
の
な
か
か
ら
、
今
年
の
主
な
る
事
業
》

唖
を
と
り
あ
げ
、
今
年
は
ど
ん
な
仕
事
が
、
ど
の
く
ら
い
の
予
算
に

裳
」
実
施
さ
れ
る
か
歳
出
面
よ
り
と
り
あ
げ
て
承
ま
し
た
。

事
務
能
率
の
向
上
を
期
し
て
狭
い
の
で
、
新
た
に
五
○
坪
の

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
庁
舎
を
増
築
し
、
事
務
能
率
の

向
上
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底

事
務
改
善
は
、
昨
年
五
月
機
を
は
か
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
ま

構
を
改
革
し
、
窓
口
事
務
の
改
し
た
。

善
を
始
め
、
事
務
の
合
理
化
、

市
有
林
一
○
町
歩
の
植
林

簡
素
化
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

市
有
林
一
○
町
歩
の
植
付
を

な
お
一
層
職
員
の
勤
務
状
態
を
実
施
し
、
ユ
ナ
カ
フ
ス
七
四
町

配
確
舛
（
》
礪
罐
嘩
弛
個
赴
誕
歩
の
市
有
林
の
植
付
け
を
全
部

置
し
、
転
員
の
出
退
勤
を
明
ら
完
了
し
、
な
お
、
下
刈
り
除
材

か
に
す
る
た
め
に
計
画
を
し
ま
を
行
な
い
、
市
有
林
全
体
の
撫

し
た
。
ま
た
機
構
の
一
部
を
独
育
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り

立
さ
せ
て
市
の
長
期
計
画
の
樹
ま
す
。

立
や
当
面
す
る
花
貫
ダ
ム
の
建

し
尿
処
理
場
及
び
ゴ
ミ
焼
却

設
、
団
地
造
成
計
画
を
強
力
に

場
の
建
設
負
担
金
に
二
千
二

推
進
す
る
た
め
に
企
画
開
発
課
四
九
万
円
を
計
上

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
晩
年
よ
り
引
続
き
現
在
建
設

五
○
坪
の
庁
舎
を
増
築
し
市
民
鱗
細
野
吐
露
誕
霊
封
錘
鉦
直
で

』
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
を
は
か
る

二
千
二
四
九
万
が
計
上
さ
れ
、

機
構
の
改
革
と
同
時
に
職
員
今
年
の
十
一
月
ご
ろ
か
ら
事
業

の
配
置
が
え
券
実
施
し
、
窓
口
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
運

関
係
の
事
務
室
が
現
在
非
常
に
営
費
は
後
日
補
正
予
算
で
そ
の

経
費
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

努
力
″

民
生
費
は
、
生
活
扶
助
費
が

大
部
分
で
あ
り
ま
す
が
、
前
年

度
よ
り
一
三
・
五
％
の
引
上
げ

を
見
、
物
価
上
昇
に
対
処
し
、

生
活
の
向
上
を
期
し
て
お
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
へ
三

五
○
万
円
を
繰
出
し
、
国
保
会

計
の
運
営
を
円
滑
な
ら
し
め
る

た
め
に
考
慮
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
療
養
給
付
費
の
増
加
か
ら

保
険
税
の
一
言
〈
－
セ
ン
ト
増

徴
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
で
あ
り
ま
す
。
な
お
戦
残
者

追
悼
式
費
や
各
種
社
会
団
体
に

補
助
育
成
を
は
か
り
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
努
力
い
た
し
ま
し

た
。
道
路
補
装
、
排
水
路
の
整
備

を
重
点
に

士
木
事
業
は
、
失
業
対
策
事

業
計
画
の
推
進
と
、
特
に
駅
東

地
区
の
道
擦
補
装
工
事
、
排
水

路
の
整
備
に
重
点
を
お
き
、
な

お
か
つ
、
橋
梁
の
掛
替
え
四
ケ

所
、
道
路
新
設
改
良
二
ヶ
所
を

行
な
い
、
台
高
萩
道
路
敷
の
買

収
費
、
安
良
川
東
町
の
家
屋
移

転
、
市
内
全
域
の
道
路
補
修
等

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

市
営
住
宅
二
○
戸
建
設

市
営
住
宅
は
、
今
年
も
プ
レ

〈
プ
住
宅
、
二
○
戸
の
建
設
を

予
定
し
、
国
や
県
の
事
業
に
対

す
る
負
担
金
と
し
て
二
五
○
万

円
を
計
上
し
、
国
県
道
の
改
修

工
事
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

鳥
曾
根
ダ
ム
建
設
調
査
費
に

千
七
五
○
万
円
を
計
上

本
年
度
国
の
予
算
化
が
あ
り

ま
し
た
、
烏
曾
根
ダ
ム
建
設
調

査
費
は
、
国
の
一
千
四
百
万
円

市
と
し
て
も
三
五
○
万
円
の
予

算
を
計
上
し
、
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
に
よ
っ
て
は
、
四
二
年
度
よ

り
工
事
に
着
手
し
て
も
ら
う
考

え
で
す
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば

上
水
道
事
業
の
計
画
、
工
業
用

水
の
確
保
に
一
段
と
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
市
の
将
来

へ
の
発
展
が
大
き
く
約
束
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

農
業
後
継
者
対
策
費
を
計
上

農
林
水
産
業
費
は
、
ま
ず
農

業
後
継
者
の
対
策
費
が
計
上
さ

れ
、
農
村
に
若
い
労
働
力
を
一

人
で
も
多
く
温
存
し
、
農
村
労

仇
力
の
確
保
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
農
業
構
造
改
善
事
業
を
推
進

特
産
品
の
地
区
形
成
化
に
努

力農
業
構
造
改
善
事
業
は
、
目

下
、
そ
の
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
主
す
が
、
と
り
あ
え
ず
特
産

品
の
形
成
地
区
の
設
定
の
た
め

に
助
成
し
、
地
区
形
成
化
に
努

力
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お

水
田
耕
作
に
必
要
な
農
道
の
改

修
、
水
路
井
堰
の
改
良
、
土
地

改
良
や
各
種
団
体
の
助
成
金
を

交
付
し
団
体
の
助
長
幸
展
を
は

か
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
育
成
の
た
め
に

自
治
産
地
金
融
の
融
資
を
拡

大商
工
関
係
は
、
商
工
会
に
助

成
金
を
交
付
し
、
中
小
企
業
者

の
自
立
育
成
の
指
導
を
さ
せ
、

融
資
の
面
に
お
い
て
も
自
治
産

地
金
融
の
融
資
面
の
拡
大
、
利

子
補
給
を
行
な
い
中
小
企
業
の

育
成
に
努
力
す
る
考
え
で
す
。

（
以
下
３
面
へ
）
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下
手
綱
天
南
堂
に
二
三
万
坪

の
団
地
造
成
を
計
画

産
炭
地
域
振
興
の
一
環
と
し

て
下
手
綱
天
南
堂
地
域
の
一
帯

に
二
三
万
坪
の
造
成
計
画
が
進

め
ら
れ
、
土
坤
買
収
計
画
、
地

質
調
査
等
の
諸
計
画
に
対
し
側

面
よ
り
援
助
し
、
早
期
実
現
の

た
め
の
推
進
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
。
教
育
内
容
の
充
実
を
期
し
、

横
川
小
に
二
教
室
増
築

文
教
関
係
は
、
横
川
小
学
校

の
不
正
常
授
業
の
解
消
を
行
な

う
た
め
、
二
教
室
の
増
築
を
決

め
、
必
要
経
費
一
七
三
万
二
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
特
に
教
育
内
容
の
充
実
を
期

す
る
た
め
、
各
教
科
の
指
導
教

諭
を
委
嘱
し
、
充
実
し
た
教
育

の
徹
底
を
図
る
方
針
で
あ
り
ま

す
。
な
お
設
備
と
し
て
義
務
教

育
教
材
費
、
特
殊
学
級
の
増
設

理
科
教
育
、
産
業
教
育
の
設
備

を
行
い
、
か
つ
中
学
校
生
徒

の
体
位
の
向
上
に
伴
う
机
、
腰

掛
け
の
設
備
も
行
な
い
、
教
育

振
興
の
た
め
に
努
力
す
る
考
え

で
あ
り
ま
す
。
社
会
教
育
方
面

は
、
目
下
県
営
総
合
運
動
場
の

払
下
げ
彰
申
請
中
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
決
定
次
才
施
設
の

完
備
を
行
な
い
、
市
民
の
体
位

向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
市
史
の
編
さ
ん
に
つ

い
て
は
目
下
資
料
の
蒐
集
等
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
に
終
了
さ
せ
る
様
努
力
し
五

○
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

消
防
力
の
充
実
と
消
防
施
設

の
整
備
に
万
全

(埋設進むI尿処理、 コー ミ焼却場

消
防
関

係
施
設
は

水
槽
二
か

所
、
消
火

稚
五
か
所

消
防
白
動

車
一
合
・
を

購
入
し
、

消
防
力
の

充
実
上
消

防
施
設
の

整
備
に
万

全
を
期
し

て
お
り
ま

す
。

諸
施
策
の

実
現
に
全

力
を
傾
注

市
政
の

目
標
は
、

－ー

赤
十
字
が
一
年
に
一
回
、
皆
し
、
毎
年
各
戸
一
人
以
上
に
ご

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

お
り
ま
す
「
日
赤
募
金
運
動
」
そ
の
他
、
銀
行
、
会
社
、
商

は
今
年
も
五
月
一
日
か
ら
一
か
店
、
工
場
な
ど
の
法
人
が
赤
十

月
間
一
，
社
員
増
強
運
動
月
間
」
字
社
員
に
加
入
し
て
事
業
資
金

と
し
て
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
と
な
る
「
社
費
」
を
納
め
て
い

れ
ま
す
。
た
だ
く
運
動
な
の
で
す
。

日
赤
募
金
運
動
は
、
す
べ
て
こ
の
運
動
の
成
果
に
よ
っ
て

の
人
々
が
赤
十
字
事
業
を
理
解
赤
十
字
は
国
の
内
外
に
わ
た
つ

く
く
ご
日
、
く
ｄ
Ｐ
〆
。
ｐ
、
く
削
り
シ
司
日
に
く
ｄ
Ｐ
蕊
ｒ
Ｊ
８
，
ｆ
ｄ
Ｐ
、
く
ｄ
Ｐ
シ
Ｚ
ｐ
フ
ヨ
■
～
く
ｄ
Ｐ
／
４
ｐ
う
ぐ
■
ぞ
／
２
り
う
、

鍔
恥
一
禅
却
壁
揮
鋤
鋤
、

函
道
入
に
風
す
ほ
合
族
に
し

咽
国
に
右
し
す
ロ
リ
家
う
用

。
尚
を
し
を
キ
な
、
よ
利

ス
場
る
砿
所
新
道
６
重
場
い
ど

の
炭
電
、
山
担
が
牧
ら
で

．
．
こ
糞
二
提
唯
ヨ
小
〆
予
打
俣
々
古
手
一
、

ノ
ー
日
伊
畏
ノ
、
■
Ｐ
、
、
■
Ｐ
う
ぐ
凸

す
べ
て
の
市
民
生
活
が
向
上
し

住
み
よ
い
都
市
を
つ
く
り
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
、
そ
の
水
準
を

高
め
、
未
来
に
希
望
を
託
す
活

力
の
ゑ
な
ぎ
つ
た
明
る
い
、
豊

か
な
都
市
を
築
き
上
げ
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
１
．
こ
の
目
標

を
実
現
す
る
た
め
に
各
方
面
に

＜し ジャーガドイ＞
日
赤
募
金
運
動
に
’
’
一

秘められたハイキングコース

． ．…内の草牧場…･…

高萩駅から匡鉄パス（松井経由）上君田行きにのる。国道6号

線を北l-、南中郷駅北方の脳切りを越えて、常磐炭砿街に入り、

さらに松井よりバス停調所から左に切れて石岡発電所を右に－

間もなく大北渓谷。この辺より俗界を離れ、新緑、新しL,風が車

内一ぱいオゾンを運び込翠ます。

バスはやがて幟川、 4山、下君田の部落を結ぶ山道をすすみ､9

キロほどして終,｢'';!上君II Iに着きます。 ここで下車諦2.6キロほど歩

くと視界かひらけ、 II"l容をあらわした円形の峰々が重なり合う草

ばかりの山‘ｳil l |手にあらわれます。ここが内の草牧場、家族連れ

でワラピとりなと‘に好迪です。五月一はいおもしろいようにとれ

るでしょう。

なお閏鉄パスが次のようにIWil崎運転をしますのでご利用しては

いかがですか。

1 ． と き 4月291三|から5月5日までの休日。

2． 時間 高萩駅発9時40分一上君田着1 1時

かえり－上君田発3時40分＝高萩駅着5時。

一
Ｉ
ご
協
力
一
卜
さ
い

’

I
わ
た
り
市
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
の
諸
施
策
か
立
て
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
諸
施
簸
の
実
現
の
た
め

に
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
ま
す
。

■
Ｆ
う
に
Ｊ
■
月
ｒ
ｄ
ｐ
″
、
く
ｄ
Ｆ
、
〆
、
ｄ
Ｐ
、
で
Ｊ
■
Ｆ
フ
、
ｄ
Ｐ
司
く
ｄ
Ｐ
う
§
。
Ｐ
、
く
ｄ
Ｐ
、
画
Ｐ
、
／
、
一
■
で
動
く
固
り
Ｌ
ノ
、
■
Ｐ
シ
、
■
Ｐ
、
く
■
■
足
ノ
、
■
Ｆ
Ｊ

I

て
、
博
愛
、
奉
仕
、
救
護
、
社

会
福
祉
な
ど
数
灸
の
人
道
的
な

赤
十
字
事
業
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

昨
年
は
皆
さ
ん
の
多
大
な
る

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
水
戸

日
赤
病
院
の
と
な
り
に
血
液
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
て
「
献
Ⅲ
運
動
」
に
活

や
く
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
市
民
の
み
な
さ
ん
、

こ
の
日
赤
募
金
運
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本

市
の
目
標
額
が
達
成
で
き
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

（
当
市
目
裸
額
四
四
万
五
千
円
）

諸
証
明
手
数
料
、
使

用
料
が
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た

さ
る
三
月
の
定
例
市
議
会
に

鰯篝
熱鱸 鷺 お

い
て
、
諸
証
明
手
数
料
、
使

用
料
の
条
例
が
一
部
改
正
ざ
れ

次
の
よ
う
な
も
の
の
諸
証
明
手

数
料
、
使
用
料
が
引
上
げ
ら
れ

菫
し
た
。

、
諸
証
明
手
数
料
は

一
枚
五
○
円
に

印
鑑
証
明
、
身
分
証
明
、
年

金
証
明
、
納
税
証
明
‐
公
法

閲
覧
、
そ
の
他
の
証
明

＠
火
葬
場
の
使
用
料
は

大
人
（
十
才
以
上
）
千
五
百
円

他
市
町
村
者
千
八
百
円

小
人
（
十
才
未
満
）
千
円

他
市
町
村
者
千
二
百
円

※
な
お

評
価
額
証
明
の
土
地
、

家
屋
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

一
筆
、
一
棟
に
つ
き
二
十
円

で
す
。

蕊
§蕊綴

醤謹

蕊
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｜

人
口
五
○
○
万
の
バ
リ
Ｉ

政
治
、
経
済
、
文
化
の
中

心
地

・
ハ
リ
ー
の
空
港
か
ら
市
内
ま

で
の
道
路
の
両
側
は
径
尺
余
に

及
ぶ
街
路
樹
が
枝
も
焼
わ
に
繁

っ
て
、
あ
た
か
も
森
の
中
を
通

る
様
だ
。
市
内
に
入
る
と
ネ
オ

ン
の
光
は
眩
ゆ
い
ば
か
り
、
店

舗
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
飾
り
を
少

な
店
内
全
部
の
商
品
が
あ
り
あ

り
と
見
え
る
。
ロ
ン
ド
ン
と
比

較
し
て
店
の
構
え
も
非
常
に
相

違
し
て
い
る
様
に
み
う
け
た
。

パ
リ
ー
の
起
源
は
不
明
で
あ

る
が
、
今
か
ら
二
千
年
前
シ
ー

ザ
ー
の
軍
隊
が
セ
ー
ヌ
河
に
あ

る
シ
テ
島
に
砦
を
築
い
た
の
が

始
ま
り
で
、
。
〈
リ
ー
と
い
う
名

の
つ
い
た
の
は
四
世
紀
頃
で
、

そ
れ
以
前
は
リ
ユ
テ
シ
ァ
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
ケ
ル
ト
人
の
民

族
で
魚
民
で
船
頭
だ
っ
た
．
〈
リ

シ
イ
族
の
名
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。

．
〈
リ
ー
が
政
治
的
、
文
化
的

に
も
・
ハ
リ
ー
ら
し
く
な
っ
た
の

は
、
カ
ペ
ー
王
朝
の
頃
か
ら
で

王
は
シ
テ
島
に
域
砦
を
構
え
、

護
衛
兵
を
置
き
、
ま
た
更
に
巡

査
を
配
置
し
て
治
安
の
任
に
あ

た
ら
せ
、
右
岸
を
実
業
の
中
心

地
に
、
左
岸
を
．
〈
リ
ー
大
学
の

学
生
寮
や
住
宅
を
造
り
、
こ
れ

欧
米
を
旅
し
て
函

市
長
安
村
篤

を
城
壁
と
し
て
か
ら
以
後
、
パ

リ
ー
は
政
治
、
文
化
、
経
済
の

中
心
と
し
て
発
展
し
、
現
在
五

○
○
万
を
擁
す
る
大
都
市
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ゴ
ジ
ッ
ク
建
築
の
一
大
傑

作
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

パ
リ
ー
を
す
率
ず
み
ま
で
見

学
す
る
こ
と
は
僅
か
な
日
時
で

は
到
底
無
理
な
こ
と
で
あ
る
の

で
極
め
て
限
ら
れ
た
場
所
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
づ
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
は
三
七
五
年

‐
ハ
リ
ー
で
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教

会
と
し
て
生
れ
、
現
在
の
寺
院

は
二
六
三
年
に
着
工
し
一
三

四
五
年
に
完
成
し
た
。
・
コ
ジ
ッ

ク
建
築
の
一
大
傑
作
で
こ
の
建

築
に
は
フ
ラ
ン
ス
中
の
名
彫
刻

家
が
集
め
ら
れ
た
。
最
も
歴
史

的
な
行
事
は
十
五
世
紀
初
頭
イ

ギ
リ
ス
国
王
ヘ
ン
リ
ー
六
世
の

戴
冠
式
、
そ
の
後
勝
利
を
祝
う

フ
ラ
ン
ス
王
シ
ャ
ル
ル
六
世
の

戦
勝
記
念
、
更
に
一
八
○
四
年

ロ
ー
マ
法
王
よ
り
王
冠
を
さ
ず

か
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戴
冠
式

最
近
で
は
ド
・
コ
ー
ル
将
軍
が
こ

こ
で
砲
下
の
．
〈
リ
ー
解
放
の
ミ

サ
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
寺
院

の
正
面
に
は
聖
母
マ
リ
ア
、
中

央
に
は
最
後
の
審
判
、
左
に
ア

ン
の
像
が
彫
ま
れ
、
そ
の
上
二

十
八
の
像
は
キ
リ
ス
ト
の
先
祖

で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ

ヤ
の
王
を
現
し
て
い
る
。
な
お

右
に
イ
ブ
の
像
、
中
央
の
ス
テ

ン
ド
、
グ
ヲ
ス
は
バ
ラ
の
窓
と

い
わ
れ
、
そ
の
美
し
い
色
合
と

模
様
は
有
名
で
あ
る
。
三
八
七

段
の
階
段
を
登
る
と
パ
リ
ー
の

市
内
全
部
が
一
望
に
お
さ
め
ら

れ
る
。国
際
通
信
用
に
エ
ッ
ヘ
ル

塔
を
利
用
、
一
八
○
九
年

世
界
博
覧
会
の
記
念
と
し

て
建
設

エ
ッ
ヘ
ル
塔
は
一
八
八
九
年

世
界
博
覧
会
の
記
念
と
し
て
建

て
ら
れ
た
、
高
さ
三
○
○
米
、

重
さ
七
千
ト
ン
、
最
上
部
ま
で

の
階
段
は
二
七
一
○
段
と
い
わ

れ
、
寒
暖
の
差
に
よ
る
塔
の
伸

縮
は
一
五
セ
ン
チ
に
及
び
完
成

当
時
替
否
両
論
、
一
時
は
と
り

こ
わ
し
の
声
さ
え
起
き
た
が
、

そ
の
後
電
波
の
発
達
に
よ
り
こ

れ
を
国
際
通
信
に
使
う
様
に
な

り
、
現
在
で
は
パ
リ
ー
の
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
会
社
の
利
用
度
が

甥
！

蝋
増
し
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
建

物
と
な
っ
た
。
エ
レ
？
ヘ
ー
タ
ー

は
水
力
で
動
か
し
て
お
り
世
界

で
も
珍
ら
し
い
も
の
の
一
つ
で

あ
る
。コ

ル
シ
カ
島
に
ね
む
る
ナ

ポ
レ
オ
ン

星
霜
幾
年
世
す
ぎ
て
も
英

雄
と
し
て
崇
拝

ア
ン
プ
ア
リ
ッ
ド
は
、
一
六

七
一
年
ル
ィ
一
四
世
が
畷
兵
収

容
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
が
、

現
在
で
は
一
部
が
溌
兵
院
、
軍

事
博
物
館
と
し
て
軍
事
務
局
が

使
っ
て
お
り
、
大
ド
ー
ム
の
下

に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
眠

っ
て
い
る
。
安
置
さ
れ
た
部
屋

は
、
オ
ｉ
ス
ト
リ
ー
か
ら
、
分

捕
っ
た
大
砲
の
青
銅
で
作
ら
れ

そ
の
上
に
「
余
の
遺
骸
は
、
余

が
か
く
も
愛
し
た
フ
ラ
ン
ス
人

民
の
中
に
セ
ー
ヌ
の
堤
の
近
く

に
お
か
れ
る
こ
と
を
望
む
」
と

い
う
皇
帝
の
有
名
な
こ
と
ば
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
敗
れ
て
コ
ル

シ
カ
島
に
流
さ
れ
烏
で
死
去
し

た
。
英
雄
の
末
路
は
あ
わ
れ
で

あ
っ
た
が
、
敗
戦
の
将
を
永
遠

に
英
雄
と
し
て
伝
え
ん
も
の
と

ミ
イ
ラ
と
し
て
保
存
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、

吾
が
国
で
は
過
去
の
大
戦
に
功

名
を
は
せ
た
。
い
ま
は
な
き
英

霊
に
対
し
て
手
ら
忘
れ
ら
れ
が

ち
で
あ
る
。
世
は
う
つ
り
星
霜

幾
年
世
す
ぎ
て
も
、
こ
れ
ら
英

雄
に
対
し
て
は
崇
拝
し
て
永
く

後
世
に
伝
え
残
す
べ
き
で
あ
る

と
思
っ
た
。

世
界
の
美
術
史
を
か
ざ
る

ル
ー
ヴ
ル
博
物
館

エ
ッ
ヘ
ル
塔
と
並
ぶ
。
〈
リ
ー

の
象
徴
は
ル
ー
ヴ
ル
博
物
館
で

あ
る
。
最
初
に
こ
の
一
画
を
作

っ
た
の
は
、
一
二
世
紀
フ
イ
リ

ッ
プ
オ
ー
ギ
ュ
ト
で
あ
っ
た
が

幾
変
遷
を
経
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
三

世
が
作
り
上
げ
た
。
こ
の
宮
殿

を
美
術
館
と
し
て
用
い
た
の
は

や
は
り
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
、
彼

は
諸
国
特
に
イ
タ
リ
ー
遠
征
で

手
に
し
た
美
術
品
の
展
示
場
と

し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
後

現
代
に
至
る
ま
で
、
こ
の
美
術

館
は
立
界
の
美
術
史
を
一
目
で

わ
か
る
と
い
わ
れ
、
古
代
か
ら

現
代
に
か
け
て
の
逸
品
が
集
め

ら
れ
、
質
量
と
も
に
他
に
比
類

が
な
い
。
内
部
は
ギ
リ
シ
ャ
、

ロ
ー
マ
古
代
美
術
、
東
洋
古
代

美
術
、
彫
刻
、
工
芸
絵
画
の
部

門
に
大
別
さ
れ
、
て
い
ね
い
に

参
観
す
れ
ば
一
週
間
か
か
つ
て

も
全
部
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。

私
は
絵
画
室
を
見
学
し
た
が
、

そ
の
優
筆
さ
は
さ
す
が
と
感
じ

い
っ
た
次
才
で
、
退
場
才
る
時

は
ふ
り
返
り
ふ
り
返
り
み
直
し

た
程
で
あ
っ
た
。

世
界
一
の
ス
ケ
ー
ル
を
持

っ
た
凱
旋
門

〃
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
歴
史
を

刻
む
〃

凱
旋
問
は
世
界
一
の
ス
ケ
ー

ル
を
持
ち
エ
ト
ワ
ー
ル
広
場
に

建
っ
て
い
る
。
一
八
○
六
年
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
命
に
よ
り
、
ナ
ポ

レ
オ
ソ
爺
の
勝
利
を
祝
う
た
め

建
て
ら
れ
た
。
巨
大
な
重
量
を

支
え
る
た
め
基
礎
工
事
に
二
ヶ

年
を
要
し
た
程
で
あ
る
。
こ
の

凱
旋
門
に
刻
ま
れ
て
い
る
彫
刻

は
、
い
ず
れ
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

歴
史
を
示
し
て
お
り
、
門
の
上

に
の
ぼ
る
と
一
二
の
大
通
り
が

放
射
線
状
に
市
内
に
伸
び
て
い

る
の
が
わ
か
る
。
ア
ー
チ
の
間

に
あ
る
無
名
戦
士
者
の
墓
に
は

年
中
火
が
灯
り
、
・
ハ
リ
ー
に
来

た
者
は
必
ず
参
詣
す
る
。

そ
の
他
数
交
の
名
所
は
あ
る

が
日
時
に
制
限
の
あ
る
私
等
は

次
の
コ
ー
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
と

出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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